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摘要

十勝地方において帯広測候所の気象データは農業を行う上で非常に重要な一端を担ってい

る。しかし現在の測候所は市街地にあり，作物生育地域の気象デ タを提供しているとはいい

がたい。そこで測候所の近傍に位置し都市化の影響を受けていない帯広畜産大学の気象データ

との比較を行い，測候所の温暖化の検証を行った。

その結果，測候所の年平均気温は6.50C.畜大のそれは5.10CとL40Cの差があり，平均値の

差の検定においても両者に有意差があることがわかった。

その上，各月の平均気温，最低気温において測候所の値は畜大白値を常に上回り，ここでも

測候所由温暖化傾向が明白となった。特に寒犠期白最低気温の比較においては厳寒期の 2月に，

5.70Cという顕著な差があることがわかった。
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はじめに

帯広測候所が十勝で気象観測を始めてすでに100年

が経過している。測候所設立当初は帯広も人口が少な

かったため都市化による温暖化現象はなく担削民所の気

温データを帯広近郊の圃場の農作業に利用しでも問題

位置する帯広田町民所は帯広市の発展とともに都市化に

よる気温上昇で郊外にある農作物生育地域とでは気温

の差が出てきている。

はなかった。

近年.大都市における都市気侯υが問題となってい

るが，ここ十勝の中核都市である帯広でも，市街由に

そこで市街地と郊外の温度差を検討するため市街地

で気象観測を行っている測候所と，その近傍に位置し，

かつ都市化の披を受けないで気象観測を行っている帯

広畜産大学と白平均気温，最高気温，最低気温の比較

を行い気象観測地点における気象特徴を把握すること

によって，今後の十勝地方の農業における気象データ
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